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概要

　本発表では、2019 年 7 月に北九州市黒崎ひびしん
ホールにて初演され、8月に飛騨市種蔵ハウスにおい
て再演された『したたり』ピアノと電子音響のための
（2019）の創作意図と表現方法について解説する。本
作品は、大分県竹田市のフィールドレコーディングで
得られた水のせせらぎのオーケストレーションとして
制作されたミクスト音楽であり、振動スピーカーを用
いてピアノの響板を振動させ、ピックアップマイクを
通じてライブ変調されるピアノと電子音響の演奏によ
るライブエレクトロニクス/室内楽作品である。作品の
解説を通じて、古来より西洋音楽において行われてき
た「記述」という形態と 20世紀半ばから発展してきた
「録音」という形態による異なる作曲法の双方の利点を
取り込んだ音楽表現への希求としてのハイブリッド楽
器の可能性を探る。

In this papar, the author reports that the intention and
expression method of the piece "Shitatari" for piano and
electronics, premiered at Kurosaki Hibishin Hall, Kitakyusyu
in july 2019. This is a mixed music produced as a orches-
tration of water murmur obtained from field recording in
Taketa City, Oita Prefecture. By vibrating a piano sound-
board using vibration speakers and a pickup microphone,
Piano creates the mixture of electro-acoustic sounds as
live electronics. Through the explanation of the work, we
explore the potential of this hybrid instrument, as a desire
for a musical expression that incorporates the advantages
of both the form of “description” that has been performed
in Occidental music since ancient times and the form of
“recording” that has developed since the mid-20th cen-
tury.

1. はじめに

　ハイブリッド楽器に関わるプロジェクトは、発表
者がフランスで所属する現代音楽グループ、アンサン
ブル・ルガールの活動の一環として 2014年より進めら
れてきたものであり、グループの他のメンバーである作
曲家のホアン・アロヨ、チェロ奏者のジャンヌ・メゾン
オトや、IRCAMの研究者であった音響学者のアドリア
ン・マム=マニらと共に共同して研究を行ってきたもの
である。様々な楽器に対して振動スピーカーを取り付
けることで楽器の筐体自体を振動させ、それによってミ
クスト音楽における楽器の響きとスピーカーの出力音
という音響特性上断絶された関係を解消を図るもので
ある。ハイブリッド楽器を開発し、音楽作品として発
表した成果としては、弦楽四重奏のための『Smaqura』
(Arroyo 2014),ハイブリッド・ヴィオラのための『奇想
曲』(Matsumiya 2015)、ハイブリッド・ギターのため
の『Utopia』(Pufleau 2016)などがある。日本に活動の
拠点を移してからも、発表者は所属機関において楽器
のハイブリッド化の実践と音楽制作を進めている。

2. 作品について

　本作品については、九州大学講師でピアニストの
宮崎由紀子氏の委嘱により、北九州音楽協会 30周年記
念演奏会に向けて制作したミクスト音楽で、発表者が
所属する大学の特別研究費を得て 2018年より制作と
研究を進めてたものである。ミカエル・レヴィナスの
『レ・デジナンス』(Levinas 2014)においてグランドピ
アノの下部から振動装置を設置したケースを参照しつ
つ、本作品ではピアノの上部より反響板に直接設置を
試みている。
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3. ミクスト音楽史と問題点

　楽器演奏を元にして制作した音響テクスチャをス
ピーカーから発生させることで音楽書法上の均質化を
試みた (Berio1985)ルチアーノ・ベリオの 5つ楽器と
テープのための『ディフェランス』(1959)以来、ミクス
ト音楽における音楽表現は常に楽器演奏と電子音響の
間の音響的、音楽的融合状態を目指してきたが、1980
年代にはデジタル音響技術により、楽器演奏で得られ
た音響を分析した結果に基く電子音響の生成 (Palacio-
Quintin,2012)が可能となり、フィリップ・マヌリのフ
ルートと電子音響のための『ジュピター』(1987)にお
いてはそうした技術によって楽器音から合成された和
音をスピーカーから出力するという相関性を確立した。
その後のデジタル音響技術の進歩により、演奏家が舞
台上で表現するテンポやリズムの変化に対してリアル
タイムに電子音響を追従させることに成功した (Cont
2012)マルコ・ストロッパのサクソフォンと電子音響の
ための『沈黙の中で』(2008)では、楽譜演奏追尾システ
ムによって楽器演奏と電子音響の時間上の相関性を確
立し、楽器演奏と電子音響の間の和音と律動のインタラ
クションは着実な進歩を遂げた。他方、楽器とスピー
カーという筐体の材質や構造の違いによる音響特性上
断絶された関係は本質的に解決してない [Mamou-mani,
2012]という議論が行われており、音を発生させる行為
と体験される音響との間における問題、すなわち、ミ
クスト音楽において音楽上の融合状態を目指してきた
楽器演奏と電子音響が、生音とスピーカー音という異
なる発音のために聴取レベルにおいて未だ音響上の融
合状態には至っていないという問題がある。

4. ハイブリッド楽器研究の目的

　この状況において、本研究の目的は、デジタル音
響技術を活用しながらも、振動装置のサポートによっ
て楽器を物理的に振動させることで楽器演奏と電子音
響の音響特性上の断絶された関係を解消し、聴取レベ
ルにおいて音響上の融合を図ると共に、音楽表現にお
ける楽器演奏と作曲制作の意味を改めて問い直すこと
にある。発表者はこれまでに、楽器と電子音響の双方
を同じ構造から生み出す音楽書法について、トリスタ
ン・ミュライユの管弦楽と電子音響のための『時の流
れを和らげるために』(2004)の分析を行い、演奏家が
表現する音形やリズムに対応した電子音響の音楽書法
への理解を深めてきた。この理解と確認を踏まえて制
作した管弦楽と電子音響のための『ソリトン』では、
オーケストラとスピーカーを空間的に構成し、ソリト
ン波に基づいた音形を騒音から楽音へ、楽音から騒音
へという対話で構成するとともに楽器演奏と電子音響
の融合状態として空間上でのインタラクションを提案
している [Matsumiya, CNSMDP 2013]。これらの研究

と実践を経てたどり着いたのが、楽器演奏と電子音響
が聴覚上乖離してしまうという問題意識であり、楽器
演奏と電子音響の音楽書法上の独自性を保ちつつ、こ
れまでのミクスト音楽とは異なる聴体験を獲得するた
めには、ハイブリッド楽器によって双方の音響特性を
一致させ、固有の作曲技法を確立させることが求めら
れる。

5. ピアノと電子音響の『したたり』の制作と表現方法
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図 1: ハイブリッド楽器の図面

本作品では、そのような意図に基づき、楽器演奏と電
子音響の間の音響特性上の断絶を解消したハイブリッ
ド・ピアノを用いて音楽作品を制作することによって、
音を発生させる行為の統一が聴取に与える影響を確認
し、ピアノによる新たな音楽表現の可能性を探る。ハ
イブリッド楽器の制御に関わるシステムを図 1に表す。

5.1. 構成部品

グランドピアノをハイブリッド化するために楽器内
部に取付けた機材は以下の通りである。

・エキサイター VISATON EX 80S
・エキサイター Dayton Audio TT25-16
・マイク DPA 4099 Microphone
・錘 K&M 23220

楽器外部において使用した機材は以下の通りである。

・アンプ SMSL SA-98E
・オーディオインターフェース RME Babyface
・コンピュータ Apple Macbook Pro
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5.2. 振動装置

DPA 4099をピアノ内部の高音域側のフレームの孔
に向けて設置して演奏音を集音し、2台のエキサイター
EX 80Sおよび TT25-16は低弦側の反響板に添えて設
置した様子を図 2に表す。

図 2: エキサイターを設置した様子

エキサイターが振動で反響板から浮き上がらず、か
つ楽器を傷つけずに固定する方法として、K&M 23220
をエキサイターの上に乗せることによって反響板に圧
着することとした。EX 80Sの周波数特性を調べるため
同系統の EX 60Sを確認した。高密度ファイバーボー
ド (HDF)中密度繊維板 (MDF)に対する周波数特性は
図 3の通りである。低音域を補強するために、最終的
にバスウーファー TT25-16と 2台のエキサイターを利
用した。DPA 4099の演奏音の集音とエキサイターに
よるフィードバックを回避するため、DPA 4099を高
音域の金属フレームに設置し、EX 80Sおよび TT25-16
を低弦の脇の反響板に設置した。

5.3. したたりにおける音楽書法

　大分県竹田市において川のせせらぎを中心に水中
マイクなどを利用してフィールドレコーディングを行っ
た。最終的に、滝廉太郎が荒城の月を制作するきっか
けとなった岡城のある天神山中腹における山の湧水の
したたりの録音に見出したリズムと音色の周期性に着
目し、その音響的特性に基づいた和声およびリズムを
生成しててピアノの楽譜を構成するに至った。楽譜の
抜粋を図 5に表す。

図 3: Visation EX 60Sの周波数特性

5.4. ピアノの打鍵による自然音の拡張

　録音素材を SpearとOpenMusicで音響分析し楽器
で演奏可能なリズムと和声として定量化すると共に、水
のしたたりのグルーヴに乗せて実際にピアノで即興を
行うことによりピアノパートの素材を得て楽譜上での
作曲を進め、最終的に演奏可能な音楽表現を構築した。
かつてオリヴィエ・メシアンが述べた [Messiaen, 1967]
《鳥類は最大の音楽家》を現代の技術を用いて具現化し
たこの技法に基づき、録音した素材からハイブリッド
化したピアノを用いて作曲構造への拡張を行った。具
体的には、水のしたたりの録音の中に存在する音程と
リズムの掛け合いをモチーフとして録音とピアノ演奏
によるシンプルな掛け合いを構築し、DPA4099によっ
て集音されるピアノ演奏に対しリアルタイムにハーモ
ナイザーとディレイをかけて加工することによって音
色とリズムの変奏を構築した。

図 4: 竹田市でのフィールドレコーディング
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図 5: Spearと OpenMusicによる音響分析

図 6: 『したたり』楽譜抜粋

6. したたりの演奏

ピアノ演奏、録音物として固定された電子音響、そ
して演奏をもとにリアルタイムに加工されて出力され
る音響が、すべてピアノの筐体から発生し、演奏行為
から発せられる音と振動装置から生成される音が音響
特性上および音響空間上に同一に存在する融合状態を
生み出した。本年 7月のひびしんホールでの初演、お
よび本年 11月の九州大学大橋キャンパス録音スタジ
オでの再演において、ピアノと電子音響の溶け合う音
響の不可思議さと新鮮さに対する観客の反応は概ね好
評であった。

　また本作品は、本年 8月に岐阜県飛騨市種蔵村で
行われてるアートイベント、種蔵プロジェクトにおい
て再演された。自然に取り囲まれた民家において、里
のせせらぎや虫の声が全方位からサラウンドで聞こえ
る状態で、竹田の里で録音した水のしたたりとそのオー
ケストレーションとして制作したピアノ、電子音響が
中心から響くという音響空間は、発表者が予想してい
なかった意外な面白い結果となった。またこの岐阜の
集落でも次の作品の素材としてフィールドレコーディ

図 7: 黒崎ひびしんホール本番の様子

ングを行ったため、現在進めているハイブリッド・ヴァ
イオリンのプロジェクトにおいて活用する予定である。

図 8: 種蔵の里でのセッティング

7. 今後の展望

　本作品の制作を踏まえた今後の研究として、ミク
スト音楽における楽器演奏と電子音響の融合状態を構
築させるにあたり、ハイブリッド楽器によって楽器と
スピーカーという音響特性並びに音響空間の両面にお
ける断絶された関係を解消をした上で、通常ミクスト
音楽では探求されて来なかった自然音や伝統的な演奏
法を取り入れ、リズム、音色を拡張する方法を模索す
る。これによって楽器演奏と作曲制作の新しい関係を
検証し、現代の音響技術に支えられた音楽表現を提示
することにより、ハイブリッド楽器独自の作曲技法を
確立させる。具体的には以下の構造を構築する。
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7.1. ヴァイオリンの擦弦と撥弦によるバロック奏法の
拡張

　ヴァイオリンにおいては、フラジオレット、バリ
オラージュ、スピッカートといった弓を用いた擦弦奏
法や、左手と右手の交差ピチカート、タッピングといっ
た指による撥弦奏法などの多様な演奏法がバロック時
代に使用されている。本研究では「ハイブリッド弦楽
四重奏のための《Smaqra》」[Arroyo, IRCAM 2017]の
先行研究を参考にしながらも、楽器本体の筐体の加工
ではなくヴァイオリンの専用の取り外し可能な肩当て
に加工を加えて振動装置を設置し、楽器の筐体裏面に
装着することことによって楽器の損壊を防ぎながらハ
イブリッド化を図り、現代の技術と社会状況を踏まえ
た聴覚表現における拡張現実（AR）として新たな演奏
法と音色を生み出すことを目指す。

7.2. スネア・ドラムの打膜、響き線によるリズムと音
色の拡張

　スネア・ドラムは底面の膜に張られたコイル状の
金属線・響き線が振動する膜に副次的な打撃を与えて
音響を発揮する特徴を持った膜鳴打楽器である。打膜
音に対して加える副次的なエフェクトの質量を変化で
きるこの楽器に対し、楽器演奏と物理モデル音源によ
る電子音響の共同効果 [Naon, IRCAM 2008]によって
リズムと音色の拡張を試みたルイス・ナオンの「打楽器
と電子音響のための《Caprice 5》」の先行研究を参照し
つつも、縁にピックアップマイクを固定して振動を膜
面に接して集音し、通常のスピーカーではなく膜面に
振動装置を取り付けてハイブリッド化することによっ
て、スネア・ドラム本体の打膜と響き線による音響特
性を用いたリズムと音色の拡張を試みる。

8. まとめ

　本研究の学術的な特色は、先行研究に基づき、こ
れまでのミクスト音楽からハイブリッド楽器に至る音
楽表現の変化を調査し、技術的な要求から生じた拡張
現実 ( A R )における聴覚表現のあり方を提示すること
によって、音を発生させる行為の統一が聴取に与える
影響を確認することにある。すなわち、楽器の生音と
電子音響が空間的および音響特性的に融合した状態を
生み出すことで、音楽表現における楽器演奏と作曲制
作の関係を問い直し、音楽芸術と音の聴取の意味を改
めて問い直すことにある。
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